






発達遅滞と考えられた時にどのような検査を優先的に実施するかは臨床家の判断にゆだね

られ、事後の方針を定めるためにできるだけ無駄をはぶき、有効な検査を選択することは

臨床家の力量をはかる尺度と考えられる。しかし、従来、このような検査の効率について

取り組んだ研究は断片的であり、まとまった報告はきわめて限られていた。本研究グルー

プはこの点について分担して作業をすすめてきたが、3 年間のまとめとして各種検査につ

いての陽性率と陰性率の集計を行うことができた。各項目についての詳細は各年度毎にそ

れぞれの研究協力者から報告されてきたが、最終年度においてデータのまとめられた項目

について要約することにしたい。 


